
新社長紹介：鈴鹿エラストマー株式会社 代表取締役社長 清水 宏行
鈴鹿エラストマーは自動車防振用ゴム製品を製作している会社です。

一般的にはゴムだけを金型に流して成形することが多いですが，鈴鹿エ
ラストマーではゴムと金属や樹脂を接着する一体成形を行っており，そ
の点が難しいが，設備やノウハウを持っていることが強みだと話してく
れました。
社長は学校を卒業後，ゴムの勉強をするために３年間別の会社で修行

した後，鈴鹿エラストマーに入社しました。平成から令和になることを
契機に今年５月より父である現会長より社長業を引き継ぎました。
今後の会社運営について聞くと，「前社長の“お客様の要望に出来る

限り応える”という方針を引き継ぎ，出来る限り納期や品質等に応えて
いきたい」と話してくれました。
業界の展望について聞くと，「今のゴム製品に関する仕事をどのよう

な形で続けていけるかを考えている。現在，エンジンのモーターの振動
を抑えるためにゴム製品が使用されているが，自動車が電気自動車にな
れば，ゴム製品の仕事は激減するだろう」と話してくれました。
また，ゴム製品から樹脂製品に置き換わっている部品も増えてきてお

り，ゴム製品は樹脂製品に押されているとのこと。そこで，今後は新規
企業の開拓やＩＳО関係の認証取得・安全衛生管理に力を入れていこう
と考えているとのことです。

住所 鈴鹿市木田町１１７２
TEL 059-374-2918
FAX 059-374-3978
業務内容：工業用ゴム製品・

自動車防振用ゴ

ム製品

第065号 鈴鹿市ものづくり産業支援センター 令和元年10月10日（木曜日）発行

令和元年度 鈴鹿市モノづくり元気企業支援事業補助金 採択企業を紹介します
鈴鹿市の製造業の活性化を図るため，市内の中小製造業者等が，次世代産業に関して大学（大

学院及び短期大学を含む）及び高等専門学校，研究機関等と共同により，またはその指導により
行う新商品や新技術の研究開発に要する経費に対して補助します。今年度は下記の３社に決定し
ましたのでご紹介いたします。

企業名 住所 研究開発テーマ

三惠工業株式会社 鈴鹿市上野町48 立ち作業用パワーアシスト器具の開発

中山水熱工業株式会社
鈴鹿市平野町7686-
10

セキュアなIoTコントローラの開発

クラフトアルマジロ株式
会社

鈴鹿市国府町7669-
57

チタン製容器の深絞り加工技術の構築及び新製
品の試作

「鈴鹿市商談会等出展支援事業補助金」交付対象事業を募集しています
蓄積された技術や経験を生かした新たな事業展開，新規取引先，事業提携先などの販路開拓を

促進することを目的に，市内の中小製造業者および中小企業団体などが，国内外における商談会
などへの出展に要する経費の一部について補助金を交付します。
◆対 象 市内に本社または主たる事業所を有する中小製造企業者および中小企業団体などで，
補助対象者が，国内外における商談会など（一般消費者に対し直接に販売することを主な目的
とするものおよび本市が主催，共催をするものを除く）に出展する事業

◆補助金額 補助対象経費の2分の1以内の額。ただし，限度額は10万円
◆申込み 申請書に必要事項を記入の上，直接，産業政策課ものづくり産業支援センターへ持参
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令和元年度 後期の「選択講座研修」受講者を募集します
対 象 現場のリーダークラスを対象にした研修です。
と き 安全：１１月５日，１２日 品質：１１月１９日，２６日， １２月３日，１０日

生産：１２月１７日， ２４日，１月７日 製造：１月１４日，２１日，２８日，
２月４日
※１日に２回，すべて火曜日に実施します。
※午前：９時３０分～１１時３０分 午後：１３時３０分～１５時３０分

ところ ものづくり産業支援センター会議室（市役所別館第3 2階）
定 員 各講座５人（先着順）
内 容 「職場の不安全箇所と不安全作業をなくそう」，「再発防止の取組み」，「品質を守る

仕組みと改善の進め方」，「中小企業における生産管理について」，「突発受注品の対
応方法」，「人の環／連携プレイのとり方」，「工程で品質をつくりこむ」，「不良を
出さない仕掛け」，「再発防止の確実なやり方」など

申込み 産業政策課ものづくり産業支援センターへお問い合わせください。

令和元年度リーダー研修（受講者）のアンケート結果をご紹介します

【講座について】
・自分とは関係無いと思っていたことも全てがものづくりとして重要だと気づき，とて
も勉強になった。

・自分の中には無かった考え方を知り，物事を見る観点が大きく変わった。
【グループ活動について】
・他社でリーダーをされる方々との意見の出し合いを行い，本当に楽しかった。
・メンバーや他のグループから様々な意見やアプローチがあり，参考になった。
・他の会社の方と話す機会がとても貴重でした。

【企業訪問について】
・貴重な体験だった。
・普段見ることのできない他社の作業を見ることは新鮮でした。
・とても実践的で現場でも活用できる内容でした。

受講者の声

総合満足度は回答者１５人全員が「満足」「まあまあ満足」と回答があり，高い満足度が得ら
れました。項目別に見ると「安全」「環境」「品質」講座の理解度が高かったです。
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